
134 無償ソフトCPUコアMicroBlaze MCSのシステム開発の実際

評価ボードとしてMicroBoard（Avnet社製）を使いま
す．またグラフィックス表示をするために，Micro 
Board拡張ボード（エム・アイ・エー製）も使用しま
す（写真1）．拡張ボードにはHDMIコネクタによる
DVI出力，MicroSDカード・スロット，USBやPS/2
コネクタなどが装備されています．

使用する開発ツールはXilinx社のFPGA開発ツール
ISE WebPACKとソフトウェア開発ツールSDKで，
MicroBoardに搭載されているSpartan-6（XC6SLX9）
は無償で使用可能です．
● 機能概要

今回はNo.2で使用した回路に，メモリ・コントロー
ラとグラフィックス・コントローラを追加していま
す．図1はシステム全体の動作イメージです．PCの
ターミナル・ソフトからUART経由でコマンドを送
ります．MicroBlaze MCS（以下MCS）で動いている
プログラムでコマンドを解釈し，レジスタへの書き込
みなどでハードウェアを設定します．また，プログラ
ムはグラフィックス画像を描画してVRAMとして使
用する外部のメモリ（LPDDR SDRAM）へ画像データ
を書き込みます．グラフィックス・コントローラは画
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● 使用する評価ボード
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FPGAマガジンNo.2ではXilinx社の無償ソフト・コア・プロセッサMicroBlazeMCSのソフトウェア開発の手順を紹
介しました．今回はMicroBoard上のLPDDR SDRAMを接続し，MicroBoard拡張ボードのHDMIコネクタからグラフ
ィックス画像を表示してみます．

MicroBlazeでも無償で使えるバージョンが登場！
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システム全体の動作イメージ

プロセッサで実行されているプ
ログラムでコマンドが解 釈さ
れ， レジスタ書き込みでグラ
フィックス・コントローラの設
定を変更できる．

写真1 MicroBoardと拡張ボードの外観

■ MicroBoard拡張ボード入手先：（株）エム・アイ・エー

https://www.miajapan.com/product_MB_Exp.html
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